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事業概要
マラソン大会においてコースの温度、湿度および暑さ指数を救護所等に設置したセンサーによ
りリアルタイムに可視化。また、メディカルランナー、先導車、最後尾車の位置情報をLPWA
ネットワークを活用し地図上に表示したり、360度ライブ映像を活用することで、「暑さから
ランナーの健康・命を守り、どこからでもみんなが楽しめる」マラソン大会運営をサポート。

0

・コース各地点の温湿度、メディカルランナー・先導車・最後尾車
の位置などを地図上で確認。

・360度ライブ映像も確認可能。
レース中

マラソンコースの状況を1画面で視覚的に把握。

（大会運営者向け）

③リアルタイム映像
レースの様子を360度カメラを
用いた映像でリアルタイム確認

①温湿度、WBGT
大会中の環境変動を

グラフでリアルタイム確認

アンテナ/
ゲートウェイ

GPS温度・湿度
センサー

センサーサーバー

360度カメラ

コースの温度・湿度
を収集、グラフ化

360度カメラで撮影
リアルタイム配信や
映像サービスに活用

ランナー位置を
GPSセンサーを用い
てリアルタイム送信

アンテナ/
ゲートウェイ

メディカルランナー

②メディカルランナー
等

の位置情報把握
急病人等発生時に、最寄りの

メディカルランナーに連絡し、
迅速に対応

コースの温湿度が
一目でわかる！

応援者もランナーの位置や
Liveカメラ映像で
大会の全行程を楽しめる！

メディカル
ランナーの
位置が一目で
わかる！

360度カメラ映像で
現場の様子が
すぐわかる！
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